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令和７年６月期
景気見通し調査

　
業
界
の
景
況
は
２
期
ぶ
り
に

改
善
し
ま
し
た
が
、製
造
業
の

先
行
Ｄ
Ｉ
値
は
、米
国
関
税
政

策
や
不
安
定
な
世
界
情
勢
の

影
響
に
よ
り
、大
き
く
ポ
イ
ン

ト
を
下
げ
る
見
込
み
で
す
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
に
つ
い
て
は
、被
害
を
受

け
る
前
の
予
防
的
対
策
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
で
す
。

〇
調
査
時
期

　

令
和
７
年
５
月
26
日
㈪
～
６
月
６
日
㈮

〇
調
査
方
法　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 　

　
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
回
答
受
付

〇
調
査
対
象 

会
員
小
規
模
事
業
所

　

１
９
５
４
件

〇
回
答
数　

４
１
０
件
（
回
答
率
21
・０
％
）

（
Ｄ
Ｉ
値
と
は
…
）

　

デ
ィ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

(

Ｄ
ｉ
ｆ
ｆ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ)

の

略
で
景
気
動
向
を
示
す
指
標
。「
良
い
」「
上

昇
し
た
」
と
す
る
割
合
か
ら
「
悪
い
」「
下

落
し
た
」と
す
る
割
合
を
差
し
引
い
た
も
の
。

　

業
界
の
景
況
は
、
現
在
Ｄ
Ｉ
値
が
▲
46
・

９
と
２
期
ぶ
り
に
改
善
し
た
。
一
方
、
先
行

Ｄ
Ｉ
値
は
▲
48
・
２
と
わ
ず
か
な
が
ら
悪
化

の
見
通
し
と
な
っ
た
。（
グ
ラ
フ
１
）
製
造

業
の
先
行
Ｄ
Ｉ
値
は
▲
62
・
５
（
－
11
・
４

ポ
イ
ン
ト)

と
大
幅
な
悪
化
が
見
込
ま
れ
、

米
国
の
関
税
政
策
の
影
響
に
よ
る
声
も
聞
か

れ
た
。

　

自
社
の
景
況
は
、
現
在
Ｄ
Ｉ
値
が
▲
35
・

６
で
、
前
回
（
令
和
７
年
３
月
期
）
と
同
値

と
な
っ
た
。
一
方
で
、
３
か
月
後
の
先
行
Ｄ

Ｉ
値
は
▲
38
・０
と
や
や
悪
化
す
る
予
測
で
、

先
行
き
に
対
す
る
慎
重
な
見
方
が
強
ま
っ
た
。

　

今
後
３
か
月
以
内
の
設
備
投
資
計
画
は
、

「
投
資
計
画
あ
り
」
が
14
・
６
％
と
な
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
景
況
感
や
売
上
高
な
ど

の
項
目
で
改
善
傾
向
が
見
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス

業
で
「
投
資
計
画
あ
り
」
が
23
・
４
％
（
＋

12
・１
ポ
イ
ン
ト
）と
大
幅
に
増
加
し
た
。尚
、

「
投
資
計
画
あ
り
」
と
回
答
し
た
事
業
所
の

投
資
内
容
で
は
、「
設
備
更
新
」
が
58
・３
％

（
＋
13
・
１
ポ
イ
ン
ト
）
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
Ｉ
Ｔ
・
情
報
化
」
が
28
・
３
％
（
＋

16
・
４
ポ
イ
ン
ト
）
と
大
幅
に
増
加
し
、
運

輸
業
者
か
ら
は
「
昨
年
か
ら
の
労
働
時
間
規

制
の
影
響
も
あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
管
理
を
デ

ジ
タ
ル
技
術
で
効
率
化
す
る
予
定
」
と
の
声

も
聞
か
れ
た
。（
グ
ラ
フ
２
）

 

業
界
・
自
社
の
景
況

 

設
備
投
資

 

調
査
概
要

※青の矢印は改善、赤の矢印は悪化、黄の矢印は維持を表しています

業 種

全 業 種

製 造 業

建 設 業

小 売 業

卸 売 業

サービス業

前回との調査比較

業界の
景況

自社の
景況 売上高 販売

価格
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価格 採算
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業界・自社の景況
グラフ
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今
回

自社（現在）
自社（3ヶ月後）
業界（現在）
業界（3ヶ月後）

今後3ヵ月以内の設備投資計画
グラフ

2
全業種

製造業

建設業

小売業

卸売業

サービス業

R7.6
R7.3

R7.6
R7.3

R7.6
R7.3

R7.6
R7.3

R7.6
R7.3

R7.6
R7.3

0 20 40 60 80 100

14.6% 85.4%
10.3% 89.7%

14.8% 85.2%
10.1% 89.9%

12.8% 87.2%
13.5% 86.5%

8.0% 92.0%
10.4% 89.6%

5.8% 94.2%
3.3% 96.7%

23.4% 76.6%
11.3% 88.7%

ある
ない
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業
界
の
景
況
は
２
期
ぶ
り
に

改
善
し
ま
し
た
が
、製
造
業
の

先
行
Ｄ
Ｉ
値
は
、米
国
関
税
政

策
や
不
安
定
な
世
界
情
勢
の

影
響
に
よ
り
、大
き
く
ポ
イ
ン

ト
を
下
げ
る
見
込
み
で
す
。

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
に
つ
い
て
は
、被
害
を
受

け
る
前
の
予
防
的
対
策
が
進

ん
で
い
な
い
現
状
で
す
。

　

経
営
の
課
題
（
内
的
要
因
）
で
は
、「
受

注
・
販
売
量
不
足
」
を
挙
げ
る
回
答
が
46
・

０
％
と
２
期
連
続
で
最
多
と
な
っ
た
。
次
い

で
「
人
材
確
保
・
育
成
」
が
41
・
３
％
、「
価

格
の
適
正
化
」
が
35
・０
％
と
続
い
た
。（
グ

ラ
フ
３
）

　

業
種
別
に
見
る
と
、「
受
注
・
販
売
量
不
足
」

が
製
造
業
で
55
・８
％
、小
売
業
で
57
・１
％
、

卸
売
業
で
72
・
０
％
と
課
題
と
し
て
最
も
多

く
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
人
材
確
保
・
育

成
」
が
建
設
業
で
60
・
４
％
、
サ
ー
ビ
ス
業

で
49
・
５
％
と
最
多
で
、
業
種
間
で
差
が
見

ら
れ
た
。

（
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
…
）

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
顧
客

等
か
ら
従
業
員
な
ど
に
対
す
る
業
務
に
関
わ

る
著
し
い
迷
惑
行
為
の
こ
と
で
、
暴
行
、
脅

迫
、
傷
害
、
名
誉
毀
損
な
ど
の
行
為
を
指
す
。

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
経
験

の
有
無
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
全
体
の
10
・
１
％

が
「
あ
る
」
と
回
答
。
特
に
、
一
般
消
費
者

と
の
取
引
を
メ
イ
ン
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
お

よ
び
飲
食
業
で
は
20
％
以
上
と
な
っ
た
。

　

　

被
害
内
容
で
は「
暴
言
・
中
傷
」が
68
・３
％

と
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
「
誤
情
報
の
拡

散
」（
24
・４
％
）、「
営
業
妨
害
」（
22
・０
％
）

と
続
い
た
。

　

被
害
発
生
時
の
対
応
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

「
謝
罪
対
応
」
が
50
・
０
％
と
最
多
と
な
っ

た
ほ
か
、「
加
害
者
の
要
求
を
受
容
」
も
21
・

１
％
と
な
り
、
顧
客
満
足
を
優
先
す
る
あ
ま

り
企
業
と
し
て
毅
然
と
し
た
対
応
を
取
れ
な

い
事
業
所
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（
グ

ラ
フ
５
）
一
方
、
中
に
は
「
加
害
者
の
元
に

直
接
乗
り
込
ん
だ
」「
取
引
を
中
止
し
た
」「
出

入
り
禁
止
の
対
応
を
取
っ
た
」
な
ど
、
毅
然

と
し
た
対
応
を
と
っ
た
事
業
所
も
あ
っ
た
。

　

対
策
実
施
率
は
12
・
９
％
と
、
ほ
と
ん
ど

の
事
業
所
で
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
被
害
経
験
別
で
は
、
被
害
経
験

の
あ
る
事
業
所
で
32
・
５
％
が
対
策
を
実
施

し
て
い
る
一
方
、
被
害
経
験
の
な
い
事
業
所

で
は
10
・
７
％
に
留
っ
た
。（
グ
ラ
フ
６
）
被

害
経
験
を
契
機
に
対
応
を
強
化
す
る
構
図
が

見
て
取
れ
る
も
の
の
、
被
害
を
受
け
る
前
の

予
防
的
対
策
が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。

 
経
営
上
の
課
題

 

特
別
調
査

「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
調
査
」

福井商工会議所
金融・会計相談課

TEL

0776-33-8284
詳しくはこちら

お問い合わせ

経営上の課題（内的要因）
グラフ

3

受注・販売量不足

人材確保・育成

営業力不足

人件費などの
コストアップ

価格の適正化

働き方改革
への対応

0 10 20 30 40 50

2025年6月
2025年3月

46.0%

41.3%

35.0%

32.8%

32.0%

18.5%

42.9%

41.4%

33.8%

36.6%

32.8%

19.4%

カスタマーハラスメント経験の有無（業種別）
グラフ

4

全業種

製造業

建設業

小売業

卸売業

飲食業

サービス業
（飲食除く）

ある
ない

0 20 40 60 80 100

10.1% 89.9%

4.7% 95.3%

5.7% 94.3%

6.1% 93.9%

10.2% 89.8%

20.0% 80.0%

20.7% 79.3%

カスタマーハラスメント対策について（被害経験別）
グラフ

6

全体

被害経験あり

被害経験なし

対策している 対策していない

0 20 40 60 80 100

12.9% 87.1%

10.7% 89.3%

32.5% 67.5%

被害を受けた際に取った行動
グラフ

5

0 10 20 30 40 50

謝罪対応

警察に通報・相談

加害者の要求を
受容

その他

弁護士に相談

50.0%

31.6%

21.1%

15.8%

18.4%


